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関西大学独逸文学会
昭和36年度行事記録 (2) 
昭和36年11月19日 第15回研究発表会
ドイツで見聞したこと Werner Rilz 
ドイツの風俗・習慣 脇阪豊
出席者 35名
X 
?
X 
昭和37年度行事記録 (1) 
昭和37年6月10日 総会並第16回研究発表会
Christine Koch ,Wille Raousen "から
（テープレコーダー使用）
語学と誤学・言語学と街語学
渡辺格司
福本喜之助
「独逸文学」第7号合評
出席者 37名
総会において学会費を38年度から従来の 100円を200円に増額することが
決定され，それに伴う会則の変更がなされました。
編集後記
きびしい残暑もようやく過ぎて，いよいよ読書の秋になりました。今回は新しい試
みとして Stuttgartの Martini教授の寄稿をあおぎました。これは全く脇阪君の
尽力によるものです。 Martini教授は当時州立 Kansas大学の客員教授として滞米
中でしたが， 帰独真際の忙しい中をさいて執筆されたものです。 アメリカにおける
Germanistik 研究の状況はわたしたちにも大変興味があります。アメリカの大学で
は近年ドイツ語を学ぷ学生が非常にふえて，ドイツ語の教師は LehreとForschung
のバランスがとれなくなっているそうですが，アメリカよりもはるかに多くのドイツ
語学習生をもつ日本の大学でも教師たちは Lehreのために Forschungの時間を奪
われている有様です。アメリカにはドイツやオーストリヤからの Emigrantenがた
くさんいて，中にはすぐれた学者などもあり，アメリカの大学は彼らから多くの利益
を得ているわけですが，日本にはそのような Emigrantenが全くなく， また英語で
書いた論文がドイツの学者たちにたやすく読んでもらえるのに反して，日本語の論文
はなかなか読んでもらえないという不便があります。その他いろいろ不利な点が多い
にもかかわらず，世界でドイツ文学研究の盛んなのは， ドイツ語国以外では恐らく日
本が第一でしょう。
本号から校正その他一切の編集上の実務は再び脇阪君にやってもらうようになりま
した。海外の学者に寄稿をあおぐ企ては，できれば今後も続けて行きたいと思ってい
ます。（内藤）
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関西大学独逸文学会会則 昭和36年6月現在
第 1条 本会は関西大学独逸文学会と称する
第 2条
第 3条
本会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかるを目的とする
本会の前条の目的を達成するために次の事業を行う
1. 毎年1回総会を開く
2. 毎年2回研究発表会を開く
3. 毎年機関誌を発行する
4. その他研究会，講演会などを行う
第 4条 本会は次の会員で組織する
1. 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2. 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3. 本学独逸文学科学生
4. 本学学生並びに卒業生中の有志者
第 5条 本会は会長ー名・委員及び幹事それぞれ若千名を置く
1. 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2. 会長は委員会に於て委員中より推薦する
任期は二年とし重任を妨げない
3. 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を選ぴ委員
会に於て之を委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
第 6 条 機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学会の
幹事中より会長がこれを委嘱する
第 7条 会費は年額二百円とする
第 8条 本会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
第 9条 会制の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
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